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１３． 視聴覚ライブラリー 

 

（１） 開設までの経緯 

     本市の視聴覚ライブラリーは、戦後ナトコ映写機利用による視聴覚ライブラリー設置の呼び

かけに応じて教育委員会社会教育課が事務を所管し、昭和４８年から市中央公民館に活動の場

を得て、フィルムライブラリーとして活動してきた。 

     図書館構想のなかで、図書館資料とあわせて視聴覚資料が有効に市民の利用に供されるよう

にするため、社会教育、学校教育の関係団体代表者からなる視聴覚ライブラリー準備協議会が

つくられ、ライブラリーの整備方針等を協議し具体的な整備を進めた。 

 

（２） 視聴覚ライブラリー施設の利用基準 

原則として視聴覚ライブラリーと図書館が主催･共催若しくは後援して行う事業を最優先し、

視聴覚教育関係団体及び図書館の活動と密接な関係にある団体（例えば親子読書会など）が研

修、会議などに使用できる。 

     なお、使用できる事業種類と優先順位は次のとおりとする。 

① 視聴覚ライブラリーの主催、共催事業及び平常業務 

② 図書館が主催及び共催する事業 

③ 視聴覚ライブラリー、図書館が後援する事業 

④ 視聴覚教育団体及び図書館活動と密接な関係がある団体の研修事業並びに会議 

⑤ 市当局及び教育委員会が主催及び共催する事業 

⑥ 教育関係団体が主催し、視聴覚機材を活用する研修事業 

⑦ 社会教育団体の傘下にある単一団体が視聴覚機材を活用する研修事業（但し、研修内容が、

特にこの場所を利用しなければできないものであること。） 

⑧ 任意の団体が視聴覚機材を活用する研修事業（但し、会の運営及び研修内容から場所の提

供を受けることが必須の条件であること。） 

 

（３） 整備の基本方針 

情報化社会の進展にともない、市民の知的要求や学習内容が高度化してきた今日、視聴覚施

設の整備と充実を図り、施設・機材及び教材が市民の要求に応じて活用されるようにする。 

    ① 各種機材･教材を系統的に整備して、市民の利用に対して施設の提供、貸出及び相談、援助

サービスを行う。 

② 県視聴覚ライブラリーやその他機関との連携を密にして、利用者の要求に応じるため相互

貸借の供給システムを確立する。 
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（４） 整備状況             

① 機  材                ② 教  材             

No 教 材 名 保有数（台） 

１ 

２ 

３ 

４ 

５ 

６ 

７ 

８ 

９ 

10 

11 

12 

教材資料提示装置 

スライド映写機 

液晶プロジェクター 

O H P 

スポットライト 

スクリーン 

ワイヤレスマイク 

ピンマイク 

マイクアンプ 

CDカセットテープレコーダー 

レーザーポインター 

ライト付き指示棒 

１ 

１ 

４ 

２ 

10 

５ 

１ 

６ 

２ 

１ 

２ 

１ 

 

 

 

No 教 材 名 保有数（本） 

１ 

２ 

ＴＰ教材 

レコード（ＬＰ） 

20組 

1,886 



（５）利用状況

①視聴覚施設利用
視聴覚ホール

令和２年度 令和３年度 令和２年度 令和３年度

学校教育（幼・小・中） 1 0 学校教育（幼・小・中） 8 0

学校教育（高） 0 0 学校教育（高） 0 0

学校教育（大） 0 0 学校教育（大） 0 0

小計 1 0 小計 8 0

官公庁 19 14 官公庁 543 263

社会教育 25 21 社会教育 290 236

その他 0 0 その他 0 0

小計 44 35 小計 833 499

利用件数合計 45 35 利用人数合計 841 499

会議室
令和２年度 令和３年度 令和２年度 令和３年度

学校教育（幼・小・中） 1 0 学校教育（幼・小・中） 20 0

学校教育（高） 0 0 学校教育（高） 0 0

学校教育（大） 0 0 学校教育（大） 0 0

小計 1 0 小計 20 0

官公庁 29 20 官公庁 142 155

社会教育 23 20 社会教育 125 130

その他 0 0 その他 0 0

小計 52 40 小計 267 285

53 40 287 285

レコード視聴
令和２年度 令和３年度

一般 0 0

大学生 0 0

高校生 0 0

中学生 0 0

0 0

ポピュラー 0 0

クラシック 0 0

邦楽 0 0

0 0

利用件数合計 利用人数合計

利
用
団
体
内
訳

利
用
人
数
内
訳

利
用
団
体
内
訳

利
用
人
数
内
訳

利
用
人
数

利用人数合計

利
用
教
材

利用教材合計

施設利用については、社会教育団体・学校教育団体の利用を主として視聴覚機材・教材の利用を目
的とするため、映像資料を使った学習会・映写会や図書館が主催する講演会、ボランティア研修、
親子のつどい、その他グループ学習の場として利用されている。
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②機材の利用
館内利用

令和２年度 令和３年度 令和２年度 令和３年度

2 7 ビデオソフト 0 0

16ミリ映写機 0 0 ＤＶＤソフト 0 0

スクリーン 0 1 ＴＰ教材 0 0

ＯＨＰ 0 0 その他 0 0

スライド映写機 0 0 0 0

実物投影機 0 0

教材資料提示装置 0 0

ビデオＤＶＤデッキ 0 0

ビデオカメラ 0 0

液晶プロジェクター 1 0

テレビモニター 0 0

マイク 2 13

ﾜｲﾔﾚｽﾏｲｸ･ﾋﾟﾝﾏｲｸ 2 0

アンプ 0 2

LEDライト 0 0

スポットライト 0 0

パソコン編集機 0 0

その他 2 6

7 22

館外貸出し
令和２年度 令和３年度 令和２年度 令和３年度

16ミリ映写機 0 0 学校教育（幼・小・中） 12 7

スクリーン 5 6 学校教育（高） 0 1

ＯＨＰ 0 0 学校教育（大） 0 0

スライド映写機 0 0 小計 12 8

実物投影機 0 0 官公庁 0 2

教材資料提示装置 0 0 社会教育 6 7

ビデオＤＶＤデッキ 0 0 その他 0 0

ビデオカメラ 0 0 小計 6 9

液晶プロジェクター 15 9 18 17

テレビモニター 0 0

マイク 2 2

ﾜｲﾔﾚｽﾏｲｸ･ﾋﾟﾝﾏｲｸ 4 2 令和２年度 令和３年度

アンプ 3 1 ビデオソフト 0 0

LEDライト 1 1 ＤＶＤソフト 0 0

スポットライト 9 5 ＴＰ教材 0 0

その他 13 10 その他 0 0

52 36 0 0

令和２年度 令和３年度

5,812 5,746

12,077 10,128

機
　
材
　
利
　
用
　
件
　
数

機
材
教
材
利
用
団
体
内
訳

機
　
材
　
利
　
用
　
件
　
数

機
材
利
用
件
数

教材利用合計

個人ＡＶ貸出者数

個人ＡＶ貸出本数

団体館内貸出件数

機材利用合計

機材利用団体数合計

機材利用合計

機
材
利
用
件
数

教材利用合計
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